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イ ンス ト ール

第 1 章 　 イ ンス ト ール
　 本章では Lattice Diamond のダウ ン ロード から イ ン ス ト ール、 ラ イセン スの設定方法について説明し ます。

1.1 PC スペッ ク

　 イ ン ス ト ール前に、 PC のスペッ ク を確認する必要があ り ます。

1.1.1 Windows 環境の要求スペッ ク

　 Lattice Diamond のイ ン ス ト ールおよび使用に要求される スペッ クは以下のよ う にな り ます。

• Intel Pentium も し く は Pentium 互換 CPU

• Windows 8 （Ver.3.3 以降） および Windows ７ （共に 32bit、 または 64bit） 

Windows XP、 Windows Vista （32bit のみ、 要最新パッチ） も動作し ますが推奨し ません

• 2 GB 以上のシステム メ モ リ （ メ モ リ の推奨値については表 1-1 を参照）

• 5.75 GB 以上の HDD 空き容量

• 1024 × 768 グ ラ フ ィ ッ クデ ィ スプレ イ

• Microsoft 互換マウ スおよびマウ ス ド ラ イバー

• ネ ッ ト ワーク カード

表 1-1. デバイ ス フ ァ ミ リ をシステム メ モ リ の推奨値

1.1.2 Linux 環境の要求スペッ ク

　 Ver.2.1 から 64bit 版が用意されています。 Lattice Diamond のイ ン ス ト ールおよび使用に要求される スペッ 
クは以下のよ う にな り ます。

• Intel Pentium も し く は Pentium 互換 CPU、 または AMD Opteron

• Red Hat Enterprise Linux Version 4.x、 5.x または 6.x、 Novell SUSE Linux Enterprise 10SP1 又は 11

Red Hat5.3 にイ ン ス ト ールする場合は、 パッ ケージの追加が必要な場合があ り ます （詳細は後述）

• OS は 32bit または 64bit

デバイ ス サイ ズ 32bit OS 64bit OS

最小 推奨 最小 推奨

MachXO2/XO3L 全て 256MB 512MB 512MB 1GB

Platform Manager/2 全て 256MB 512MB 512MB 1GB

LatticeXP2
20K LUT 以下 512MB 768MB 1GB 1.5GB

50K LUT 以下 768MB 1GB 1.5GB 2GB

LatticeECP3
95K LUT 以下 2GB 3GB 6GB 6GB

150K LUT 3GB 4GB 6GB 8GB

ECP5 全て 2GB 3GB 6GB 6GB
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• 2 GB 以上のシステム メ モ リ （推奨値については表 1-1 を参照）

• 5.75 GB 以上の HDD 空き容量

• 1024 × 768 グ ラ フ ィ ッ クデ ィ スプレ イ

• Microsoft 互換マウ スおよびマウ ス ド ラ イバー

• ネ ッ ト ワーク カード

• Perl モジ ュール

• JScript 互換の web ブラ ウザ

　 Diamond 32bit 版は 32bit および 64bit OS どち らでも動作可能です。Diamond 64bit 版は 64bit OS にのみイ ン    
ス ト ール可能です。 Diamond 32bit 版を 64bit OS にイ ン ス ト ールし た場合、 32bit 版用ラ イブラ リ など、 適切  
なパッ ケージを イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

　 なお、 イ ン ス ト ールには事前に以下の rpm パッ ケージのイ ン ス ト ールが必要です。 大半は Linux のイ ン ス
ト ール時にデフ ォル ト でイ ン ス ト ールされていますが、 Linux のパッ ケージやバージ ョ ンによ ってはイ ン ス
ト ールされないものがあ り ます。

ld-linux.so.2 libc.so.6 libdl.so.2 libfontconfig.so.1 libfreetype.so.6

libglib-2.0.so.0 libgthread-2.0.so.0 libICE.so.6 libjpeg.so.62

libm.so.6 libpthread.so.0 librt.so.1 libSM.so.6 libtiff.so.3

libusb-0.1.so.4 libutil.so.1 libX11.so.6 libXext.so.6 libXft.so.2

libXi.so.6 libXmu.so.6 libXrender.so.1 libXt.so.6

1.1.3 LatticeMico System のイ ン ス ト ール

　 LatticeMico System （LMS） のイ ン ス ト ールは、 Diamond 本体を イ ン ス ト ール後に行います。 LMS は 32bit ア 
プ リ ケーシ ョ ンですが、 イ ン ス ト ーラ と し ては 32bit OS 版と 64bit OS 版を用意し ています。 64bit OS には   
64bit OS 版イ ン ス ト ーラ を用いる必要があ り ますが、 ラ イブラ リ は 32bit 対応のものが幾つか必要です。 詳 
細は リ リ ース ノー ト をご参照 く ださい。

　 Lattice Diamond 3.2 以降は Platform Manager2 をサポー ト し ています。 その実装には Platform Designer と よ    
ぶツールを用い ますが、 LMS の使用が前提です。 Platform Manager2 （MachXO2 + ASC: Analog Sensing and      
Control の構成時も同様） の設計時はまずイ ン ス ト ールし ておき ます。

1.2 Lattice Diamond のダウ ン ロード

　 Lattice Diamond のイ ン ス ト ーラは、 有償／無償に関わらず共通で、 基本的に Website からのダウ ン ロード 
で配布されます。 DVD メ デ ィ アでの配布も可能ですが、 別途費用が発生し ます。 本節ではイ ン ス ト ーラのダ
ウ ン ロード方法について説明し ます。

1.2.1 ユーザーアカ ウ ン ト の作成と Sign In

　 Lattice Diamond のダウ ン ロード には、 ユーザーアカ ウ ン ト 作成と Sign In が必要です。本項ではその方法に  
ついて説明し ます。

1.2.1.1 ユーザーアカウン ト の作成

　 Web ブラ ウザで Lattice のサイ ト を開 く と、 上部に ト ッ プ メ ニューが表示されています （図 1-1）。 既に応  
録アカ ウ ン ト があ る場合は [SIGN IN] を、 アカ ウ ン ト がな く 、 新規にユーザーアカ ウ ン ト を作成する場合は、 
[REGISTER] を ク リ ッ ク し ます （或いは以下の リ ン ク を ク リ ッ ク し ます）。

https://www.latticesemi.com/Accounts/SignIn.aspx



JUG_D3.3install_v1.1 1-3

イ ンス ト ール

図 1-1. ホームページ ト ッ プ メ ニュー

図 1-2. ユーザーアカ ウ ン ト Sign In

図 1-3. 新ユーザーアカ ウ ン ト 作成ページ （部分）

　 各欄を入力し、最後にページ下部の [Create Account] ボタ ンを ク リ ッ クする と、アカ ウ ン ト 情報の入力ペー 
ジにジ ャ ンプし ます。 このページで必要事項を入力後、 [Submit Form] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

　 しばら く する と、登録し た メ ールア ド レ ス宛に確認の メ ールが届き ます。この メ ール内に書かれているペー
ジを開 く と、 アカ ウ ン ト 作成が完了し ます。 以後は Lattice のウ ェブサイ ト を開 く と Sign In 状態になってい 
るはずです。
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1.2.2 パッ ケージのダウ ン ロード

　 各ソ フ ト ウ ェア ・ パッ ケージは、 ユーザーアカ ウ ン ト でサイ ン イ ン後に以下の URL 内ページ下部のダウ ン
ロード （Downloads） タブを ク リ ッ ク し、 ダウ ン ロード し ます。

http://www.latticesemi.com/ja-JP/Products/DesignSoftwareAndIP/FPGAandLDS/LatticeDiamond.aspx

　 このサイ ト には Windows と Linux 用の Lattice Diamond のイ ン ス ト ーラ ・ ダウ ン ロード サイ ト への リ ン ク が 
張られています。 必要な方を ク リ ッ クする と、 使用許諾書のサイ ト へジャ ンプし ます。

　 因みに旧バージ ョ ン （ア ー カ イ ブ） の ダ ウ ン ロ ー ド は以下の URL か ら 行い ま す。 ページ中央の
『Documentation Archive』 表内の右、”Downloadable Software” を ク リ ッ クする と、ダウ ン ロード可能なパッ ケー  
ジ一式が展開されて表示されます。

http://www.latticesemi.com/en/Support/SoftwareArchive.aspx

　 *****-------------------------
• Sign In し ていなかった場合は、 表示されるダウ ン ロード可能なア イ テムが全て リ ス ト ア ッ プされる訳

ではあ り ません。 リ ン クの張られている青字 「log in」 を ク リ ッ ク し て Sign In サイ ト へジ ャ ンプし て
Sign In し ます。 ユーザーアカ ウ ン ト がない場合は、 1.2.1 項の手順に従ってアカ ウ ン ト を作成し ます

• 同じ手順で各オプシ ョ ンを含むツール （のイ ン ス ト ーラ） がダウ ン ロード でき ます
　 *****-------------------------

図 1-4. Diamond のダウ ン ロード ・ セ ク シ ョ ン
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図 1-5. License Agreement の確認表示

　 使用許諾書の内容を確認後、 「I have read ….」 を ク リ ッ ク し てチェ ッ ク を入れます。 チェ ッ ク し ない と で   
[Download] ボタ ンがア ク テ ィ ブにな り ません。 [Download] ボタ ンを ク リ ッ クする と フ ァ イルのダウ ン ロード
が開始されます。 ダウ ン ロード される フ ァ イルは、 Windows 用はイ ン ス ト ーラ （.exe） の zip フ ァ イル、 Linux
用は rpm パッ ケージフ ァ イルです。

1.3 イ ン ス ト ール手順

1.3.1 Windows 版のイ ン ス ト ール

　 ダウ ン ロード し た zip フ ァ イルを展開し生成される exe フ ァ イルをダブルク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ール
が開始されます。 まず、 イ ン ス ト ールの注意点について書かれたウ イ ン ド ウが開き ます （図 1-6）。

• ス ムーズな イ ン ス ト ールのために、 他のアプ リ ケーシ ョ ンを停止させる （推奨）

• イ ン ス ト ールには Administrator 権限が必要 （必須）

　 Administrator権限のないアカ ウ ン ト でロ グ イ ン し ている場合は、ウ イ ン ド ウ右下の[Cancel] ボタ ンを ク リ ッ
ク し て イ ン ス ト ールを中止し、 Administrator 権限のあ る アカ ウ ン ト でロ グ イ ン し なおし ます。 問題がなけれ
ば [Next] ボタ ンを ク リ ッ ク し て次へ進みます。

図 1-6. イ ン ス ト ールの注意点
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　 次は、 使用許諾契約に関する確認です （図 1-7）。 ウ イ ン ド ウ内に契約内容が表示されていますので、 内容 
を確認し、 同意するのであれば [Yes] ボタ ンを ク リ ッ ク し次へ進みます。 契約内容に同意でき ない場合は、
[No] ボタ ンを ク リ ッ ク し て く ださい。 イ ン ス ト ールは中止されます。

図 1-7. Lattice Diamond の使用許諾契約

　 次は、 イ ン ス ト ールする フ ォルダパスの設定です （図 1-8）。

図 1-8. イ ン ス ト ールする フ ォルダパスの選択

　 デフ ォル ト では [c:\lscc] にイ ン ス ト ールされます。 選択し たフ ォルダの下に、 バージ ョ ンご と に分かれて
イ ン ス ト ールされますので、 1 台の PC に複数バージ ョ ンを イ ン ス ト ールする場合でも、 パス設定を変えて
イ ン ス ト ールする必要はあ り ません。

　 デフ ォル ト 以外のパスにイ ン ス ト ールする場合は、 [Browse...] ボタ ンを ク リ ッ クする と立ち上がる ウ イ ン
ド ウで、 イ ン ス ト ールする フ ォルダを選択し ます。 パスの選択が完了し た ら、 [Next] ボタ ンを ク リ ッ ク し て
次へ進みます。 次はイ ン ス ト ールするプロ グ ラ ムの選択です。
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図 1-9. イ ン ス ト ールするプロ グ ラ ムの選択

　 Lattice Diamond のイ ン ス ト ーラでは、 デフ ォル ト でシ ミ ュ レータ等も一緒にイ ン ス ト ールされますが、 こ 
こ で不要なプロ グ ラ ムのイ ン ス ト ールを中止させる こ と ができ ます。 イ ン ス ト ールを中止させたいプロ グ ラ
ムは、 左側のチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し てチェ ッ ク をはずし ます。

・ Diamond for Windows

Lattice Diamond のプロ ジェ ク ト ・ ナビゲータです。 チェ ッ ク をはずすこ と は推奨し ません。

・ FPGAs

各デバイ ス フ ァ ミ リ のラ イブラ リ です。 この項目を選択し た状態だ と ウ イ ン ド ウ右側の [Change...]
ボタ ンが ア ク テ ィ ブにな り ます。 こ のボ タ ン を ク リ ッ クする と、 リ ス ト から イ ン ス ト ールし ないデ 
バイ ス フ ァ ミ リ を選択する こ と ができ ます （図 1-10）。

図 1-10. FPGA ラ イブラ リ の選択

・ Synplify Pro for Lattice

論理合成ツールです。

・ Active-HDL Lattice Edition

シ ミ ュ レータです。
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・ Programmer Drivers

Lattice Diamond で生成し たデータ をデバイ スに書き込むのための ド ラ イバです。 Lattice Diamond を  
イ ン ス ト ールする PC で書込みを行わない場合はチェ ッ ク をはずし て イ ン ス ト ールを省略し て も問題
あ り ません。

　 選択が完了し た ら [Next] ボタ ンを ク リ ッ ク し て次へ進みます。

　 次は、 Windows のス ター ト メ ニ ューへの登録名の設定です。 デフ ォル ト では [Lattice Diamond x.x] （x.x は  
バージ ョ ン） になっています。 必要に応じ て適当な名前に変更し て [Next] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 次へ進みま
す。 これでイ ン ス ト ールに必要な設定が完了し、 これまでの設定内容のサマ リ が表示されます。 問題がなけ
れば、 [Next] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 する と イ ン ス ト ールが開始されます。

図 1-11. イ ン ス ト ール情報の確認

　 Lattice Diamond のイ ン ス ト ールが完了する と、 次はデバイ スに書き込みを行 う 際に使用するダウ ン ロード 
ケーブルの ド ラ イバのイ ン ス ト ールが始ま り ます。 まず、 ド ラ イバのイ ン ス ト ールを行 う かど う かを選択し
ます。 図 1-12 のよ う なウ イ ン ド ウがひら き ますので、 イ ン ス ト ールする場合は [ はい ] ボタ ンを、 イ ン ス 
ト ールし ない場合は [ いいえ ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

図 1-12. ダウ ン ロー ド ケーブルの ド ラ イバイ ン ス ト ール

　 [ はい ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た場合は、 ド ラ イバの選択ウ イ ン ド ウが開き ます （図 1-13）。 このウ イ ン ド ウ 
上で必要な ド ラ イバにチェ ッ ク を入れ、 [Install] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

　 ド ラ イバの種類は以下のよ う にな り ます。
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・ LSC Windows Parallel Port Driver

Lattice のパラ レルダウ ン ロード ケーブル用ド ラ イバ

・ LSC Windows USB Driver

Lattice の USB ダウ ン ロード ケーブル用ド ラ イバ

・ FTDI Windows USB Driver

一部の LatticeFPGA 評価ボード と汎用の USB ケーブルで接続する際に必要になる ド ラ イバ

・ All Drivers

上記全ての ド ラ イバ

　 選択が終わった ら、 [Install] ボタ ンを ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを行います。

図 1-13. ド ラ イバの選択およびイ ン ス ト ール

　 *****-------------------------
• ケーブルが接続されていない と、 イ ン ス ト ール中に メ ッ セージが表示される こ と があ り ますが、 全て
[ はい ] を選択すれば、 問題な く イ ン ス ト ールでき ます

　 *****-------------------------

　 イ ン ス ト ールが完了し た旨の メ ッ セージが表示された ら、[Close] ボタ ンを ク リ ッ ク し て ド ラ イバのイ ン ス
ト ールウ イ ン ド ウ を閉じ ます。 次は Active-HDL のラ イセン ス形態の設定です （図 1-14）。

図 1-14. Active-HDL のラ イセン ス形態選択
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　 ノード ロ ッ ク かフ ローテ ィ ングかを選択し、 [Next] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 この選択内容に応じ て環境
変数の設定が行われます。

　 *****-------------------------
• フ ローテ ィ ング ラ イセン スの場合、 別途 USB ド ングルの ド ラ イバ等の設定が必要にな り ます。 詳細
は 1.7.2 項を参照し て く ださい

　 *****-------------------------

　 最後は、 イ ン ス ト ーラが設定し た各環境変数のレポー ト と、 再起動が必要な旨の メ ッ セージが表示されま
す。

図 1-15. 環境変数のレポー ト

　 内容を確認後 [Next] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ールが完了し た旨の メ ッ セージが表示されますの
で、 [Finish] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

1.3.2 Linux 版のイ ン ス ト ール

　 Linux 版のイ ン ス ト ールは rpm コマン ド で行います。 デフ ォル ト のイ ン ス ト ールパスは /usr/local/diamond 
です。 こ こにイ ン ス ト ールする場合は、 以下のコマン ド を実行し ます （Diamond 3.3 の場合）。

　 　 rpm -Uvh <rpm パッ ケージのあ る フ ォルダ > /diamond_3_3-base-87-i386-linux.rpm 

　 *****-------------------------
• イ ン ス ト ールは root アカ ウ ン ト で行います

• 下線部分の数字は、 ダウ ン ロード し たフ ァ イル名と同じ値にし ます
　 *****-------------------------

　 イ ン ス ト ールパス をデフ ォル ト 以外にする場合は、 以下のコマン ド を実行し ます。

rpm -Uvh -prefix < イ ン ス ト ールし たいフ ォルダパス >  <rpm パッ ケージのあ る フ ォルダ > /diamond_3_3-      
base-87-i386-linux.rpm 

　 必要な関連パッ ケージが全て イ ン ス ト ールされていれば、これで自動的にイ ン ス ト ールが完了し ます。パッ
ケージが足 り ない場合は、 メ ッ セージに従って不足し ているパッ ケージを追加し て く ださい。

　 イ ン ス ト ールが完了し た ら、 シェルのコマン ド サーチパスに以下のパス を追加し て く ださい。

　 　 ＜イ ン ス ト ールパス＞ /<version-number>/bin/lin
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　 デフ ォル ト 設定でイ ン ス ト ールし た場合は /usr/local/diamond/<version-number>/bin/lin です。Linux 版では 
論理シ ミ ュ レータはイ ン ス ト ールされません（Active-HDL は Windows 専用）。なお、<version-number> は 64bit
版の場合は例えば 「3.1_x64」 のよ う にな り ます。

1.4 ラ イセン スの入手

1.4.1 ラ イセン ス種別

　 Lattice Diamond では、 表 1-2 のよ う な ラ イセン ス を提供し ています。

表 1-2. Lattice Diamond のラ イセン ス

　 無償版でも有償版でも、 使用するプロ グ ラ ムは全て同じで、 無償版はラ イセン スによ り 使用でき るデバイ
ス フ ァ ミ リ が制限されます。有償版では、 ノード ロ ッ ク と フ ローテ ィ ングの費用は同じです。ただし、Active-
HDL をフ ローテ ィ ングで動作させるためには別途ド ングルが必要なため、 その購入費用が必要にな り ます。

1.4.2 無償版ラ イセン スの入手

図 1-16. 無償版ラ イセン スの申請ページ

ラ イセンス種別 有効期間 OS ラ イセンス形態 備考

Free （無償） 1 年 Windows / Linux ノ ー ド ロ ッ ク SERDES 内蔵デバイスのサポー ト な し

Subscription （有償） 1 年 Windows / Linux
ノ ー ド ロ ッ ク , フ

ローテ ィ ング
Active HDL のフ ローテ ィ ングは、 有償

のド ングルが別途必要

taro.urashima@latticesemi.com
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　 無償版ラ イセン スは、以下の URL から申請し ます （ダウ ン ロードページの下部にあ る リ ン ク から も ジ ャ ン
プでき ます）。 Windows 版も Linux 版も同じです。 （” サポー ト セン ター ” ==> Licensing）

http://www.latticesemi.com/licenseprocessing/flexlmlicense.cfm?p=diamond&api=true

　 このページでは、 まず使用する PC のネ ッ ト ワーク カード の MAC ア ド レ ス （physical address） を [Host 　  
NIC （physical address） ] 欄に入力し ます。

　 MAC ア ド レ スは、Windows な ら コマン ド プロ ンプ ト でコマン ド [ipconfig /all] を実行すれば [physical address]  
と し て表示されます。 Linux の場合は、 コマン ド [ifconfig] を実行する と [HWadress] と し て表示されます。 こ
れらの値を [-] （ハイ フン） 抜きで入力し ます。

　 *****-------------------------
• Linux の ifconfig コマン ド は root アカ ウ ン ト で実行する必要があ り ます

　 *****-------------------------

　 複数のネ ッ ト ワーク カード が挿されている場合でも、 どれか １ つの MAC ア ド レ ス を入力すれば問題あ り
ません。最後に、一番下の [I verify ….] の内容を確認し て、問題なければチェ ッ ク を入れます。これで [Generate  
License] ボタ ンがア ク テ ィ ブにな り ますので、 ク リ ッ クする と ラ イセン スが生成されて メ ールで送られてき
ます。

1.4.3 有償版ラ イセン スの入手

　 本項では、 有償版ラ イセン ス購入後の、 フ ァ イル生成の方法について説明し ます。

　 *****-------------------------
• 有償版ラ イセン スの購入については、 Lattice の代理店にお問い合わせ く ださい

• Website からの購入もでき ますが、 決済方法はク レジ ッ ト カード のみと な り ます
　 *****-------------------------

　 有償版ラ イ セン ス を購入する と Lattice か らはラ イ セン ス フ ァ イルその も のではな く 、 まず [User ID] と   
[Password] が送られてき ます。 ラ イセン ス フ ァ イルはこれら を web ページで登録する こ と で生成されます。

　 有償版ラ イセン スの登録は以下の URL から行います（ダウ ン ロードページの下部にあ る リ ン ク から も ジ ャ
ンプでき ます）。

http://208.185.196.82/licensing/weblicense/Portal.jsp?t=10%3A49%3A58+8%2F2013+

図 1-17. ラ イセン ス情報の入力

　 このページで [UserID] と [Password] およびラ イセン スの送付先 メ ールア ド レ ス を入力し、 [Sign-In to Begin  
Licensing…] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。ID と パス ワード が正し ければ、次はシ リ アル No. の入力ページへジ ャ
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ンプし ます。シ リ アルNo.はIDやパス ワード と一緒に送られてき ているはずですので、それを入力し[Continue]
ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

図 1-18. シ リ アル No. の入力

　 この後は、 ラ イセン ス タ イプの選択、 ラ イセン スサーバの NIC ID （MAC ア ド レ ス） 入力と順に進んでい 
き ます。 MAC ア ド レ スの入手方法については、 1.4.2 項を参照し て く ださい。

図 1-19. ラ イセン ス タ イプの選択

図 1-20. サーバの NIC ID と USB key ID の入力 （フ ローテ ィ ング選択時）

　 ラ イセン ス タ イプで [Floating] を選択し た場合は、NIC ID の入力ページで、Active-HDL 用の USB key ID も   
入力する こ と ができ ます。 USB key を入手済みな ら その番号を入力し て く だ さ い。 入手し ていない場合は、 
何も入力せずに [Continue] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

　 *****-------------------------
• USB key ID がブラ ン クの場合、 Active-HDL のラ イセン スはその時点では作成されません

• Active-HDL のラ イセン スは USB key 入手後に Key ID を連絡する と別途送付されます
　 *****-------------------------

　 これで必要な情報の入力が完了し、 指定し た メ ールア ド レ ス宛にラ イセン ス フ ァ イルが送られてき ます。
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1.5 Lattice Diamond のラ イセン スの設定

1.5.1 ノ ード ロ ッ ク ・ ラ イセン スの設定

　 ノード ロ ッ ク ・ ラ イセン スの場合は、 Lattice から提供されたフ ァ イルを編集せずに使用し ます。 デフ ォル
ト では、 ラ イセン ス フ ァ イルを以下のフ ォルダに置けば、 Lattice Diamond が起動する よ う にな り ます。

＜イ ン ス ト ールパス＞ /<version-number>/license

　 デフ ォル ト 以外のパスにラ イセン ス フ ァ イルを置 く 場合は、 環境変数 「LM_LICENSE_FILE」 に新しいパス
を追加し て く ださい。

1.5.2 フ ローテ ィ ング ・ ラ イセン スの設定 （サーバ側）

1.5.2.1 ラ イセンスフ ァ イルの編集

　 Lattice diamond のフ ローテ ィ ング ・ ラ イセン ス フ ァ イルには、 使用する環境に合わせてサーバ名やラ イセ 
ン スデーモンのパス等を記入する必要があ り ます。 ラ イセン ス フ ァ イルには、 以下のよ う に記述されている
部分があ り ます （行頭が | でない行の先頭）。

SERVER nodename [ 申請の際に登録し た NIC ID]  1700 （または 7788）

DAEMON lattice daemon_path

　 この 2 行を以下の内容に編集し ます。

nodename の書き換え -- SERVER 行

Port 番号の書き換え -- SERVER 行 （必要な場合のみ）

daemon_path の書き換え -- DAEMON 行

TCP ポー ト ID の指定 -- DAEMON 行

　 *****-------------------------
• [SERVER] 行が複数あ る場合も あ り ますが、 全て編集し ます

　 *****-------------------------

nodename の書き換え

SERVER 行の [nodeneme] の部分は、 NIC ID を登録し た PC 名に書き換えます。

Port 番号の書き換え

SERVER 行の末の数値は、 内部で使用するポー ト 番号です （ク ラ イ アン ト に対し て公開するポー ト
ではあ り ません。 他のプロ グ ラ ムで使用されていなければ書き換え る必要はあ り ません。 他のプロ
グ ラ ム と同じ ポー ト 番号になっていた場合は、 適当な番号に変更し て く ださい。

daemon_path の書き換え

[DAEMON] 行の [daemon_path] 部分は、 ラ イセン スデーモンのあ るパスに書き換えます。 デフ ォル
ト 設定でイ ン ス ト ールし た場合は、 以下のよ う に記述し ます。

Windows のデーモンパス記述

[Lattice Diamond のイ ン ス ト ールフ ォルダ ]/<version-number>/ispFPGA/bin/nt/ispdsdmn.exe

-- デフ ォル ト の記述例

C:/lscc/diamond/<version-number>/ispFPGA/bin/nt/ispdsdmn.exe

Linux のパス記述

[Lattice Diamond のイ ン ス ト ールフ ォルダ ]/ <version-number>/bin/lin
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-- デフ ォル ト の記述例

/usr/local/diamond/3.2/bin/lin 

　 *****----------------------
• Windows ではフ ァ イル名まで、 Linux ではデーモンのあ るデ ィ レ ク ト リ までを記述し ます

　 *****----------------------

TCP ポー ト ID の指定

[DEAMON] 行に ク ラ イ アン ト に対し て公開する TCP ポー ト ID を指定する記述を し ます。

行末に以下のよ う にポー ト 番号を記述し ます。

port=TCP ポー ト 番号

-- 記述例

DAEMON  lattice /usr/local/diamond/3.2/bin/lin  port=27007

　 *****----------------------
• ポー ト 番号を指定し ない と、 デーモンの起動ご と に異なるポー ト が割 り 当て られます

• Windows サーバでは、 さ らにフ ァ イ ア ウ ォールで指定し たポー ト を開放する設定が必要です
　 *****----------------------

1.5.2.2 ラ イセンス ・ フ ァ イルパス

　 フ ローテ ィ ング ・ ラ イセン スの場合、 ラ イセン ス ・ フ ァ イルのパスは任意ですが、 ノード ロ ッ ク と同じ よ
う に以下のパスに置 く こ と を推奨し ます。

＜イ ン ス ト ールパス＞ /<version-number>/license

1.5.2.3 ラ イセンスデーモンの起動

Windows の場合

　 　 Windows でラ イセン スデーモンを起動するには、 まず以下のプロ グ ラ ムを実行 （ダブルク リ ッ ク） し
ます。 する と、 ラ イセン ス ・ マネージ ャが起動し ます （図 1-21）。

＜イ ン ス ト ールパス＞ \<version-number>\ispFPGA\bin\nt\lmtools.exe

　 　 -- Diamond 3.2 をデフ ォル ト でイ ン ス ト ールし た場合

C:\lscc\diamond\3.2\ispFPGA\bin\nt\lmtools.exe

　 　 ラ イセン ス ・ マネージ ャでは、 まず [Config Services] タブでデーモンやラ イセン ス フ ァ イル等の指定を 
行います。 [Server name] 欄には、 任意の名前を入力し ます。 [Path to the lmgrd file] および [Path to the license        
file] 欄には、 それぞれ lmgrd と ラ イセン ス フ ァ イルのパス を入力ます。 lmgrd フ ァ イルは以下のパスにイ ン ス
ト ールされています。

＜イ ン ス ト ールパス＞ \<version-number>\ispfpga\bin\nt\lmgrd.exe

　 　 [Path to the debug log file] 欄には、 ロ グ出力のフ ァ イル名を入力し ます。 出力先フ ォルダおよびフ ァ     
イル名は任意ですが、ラ イセン ス フ ァ イル と同じ フ ォルダに分か り やすい名前で出力する こ と を推奨
し ます。

　 *****----------------------
• [Start Server at Power Up] および [Use Services] にチェ ッ ク を入れてお く と、 PC を起動し た際に自動的
にラ イセン スサーバが起動し ます

　 *****----------------------
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図 1-21. ラ イセン ス ・ マネージ ャの設定

　 設定が完了し た ら、 右上の [Save Services] ボ タ ン を ク リ ッ ク し、 [Start/Stop/Reread] タ ブへ移動し ます 
（図 1-22）。 

　 ウ イ ン ド ウの中央で Lattice Diamond 用に作成し た [Service Name] を選択し、 [Start Server] ボタ ンを ク リ ッ   
クする と、ラ イセン スサーバが起動し ます。ウ イ ン ド ウ下部に [Server Start Successful] と表示されれば、[Config  
Services] タブでの設定が正しいこ と が確認でき ます。 ラ イセン スサーバが起動し た ら、 ロ グフ ァ イルを開き
期待通 り に動作し ている こ と を確認し ます。

図 1-22. ラ イセン ス ・ マネージ ャの制御

　 図 1-23 のよ う に、 lattice のデーモンがラ イセン ス フ ァ イル内で指定し た TCP ポー ト に割 り 当て られた こ 
と が確認できれば、サーバは期待通 り に動作し ています。ラ イセン ス フ ァ イル等に問題があればその旨の メ ッ
セージが表示されていますので、 内容を確認し修正し て く だ さい。
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図 1-23. ラ イセン スサーバのロ グ

Linux の場合

Linux でラ イセン スデーモンを起動するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

[ イ ン ス ト ールパス ]/<version-number>/ispFPGA/bin/lin/lmgrd  -l[ ロ グフ ァ イルの出力パス ]  -c     
[ ラ イセン ス フ ァ イルパス ]

-- Diamond 3.3 をデフ ォル ト 設定でイ ン ス ト ールし た場合

/usr/local/diamond/3.3/ispFPGA/bin/lin/lmgrd -l /usr/local/diamond/3.3/license/license.log -c   
/usr/local/diamond/3.3/license/license.dat

1.5.2.4 TCP ポー ト の開放

　 Windows ラ イセン スサーバでフ ァ イ ア ウ ォールが有効になっている場合、 ラ イセン ス フ ァ イルで指定し た
TCP ポー ト を開放する必要があ り ます。 しかし、 ポー ト の開放はセキ ュ リ テ ィ 上の大き な問題を引き起こす
可能性があ り ますので、 必ずネ ッ ト ワークおよびサーバの管理責任者の管理下で行って く ださい。

1.5.3 フ ローテ ィ ング ・ ラ イセン スの設定 （ク ラ イ アン ト 側）

1.5.3.1 環境変数の設定

　 ク ラ イ アン ト 側では、 サーバにア ク セスするための環境変数の設定を行います。

Windows の場合

環境変数を設定するには、 まず Windows の [ コ ン ト ロールパネル ] 上で [ システム ] を ク リ ッ ク
する と開 く ウ イ ン ド ウで、[ 詳細設定 ] のタブを選択し ます。 このタブの一番下にあ る [ 環境変数
] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 環境変数の一覧が表示されている ウ イ ン ド ウが開き ます。

このウ イ ン ド ウで、 環境変数 [LM_LICENSE_FILE] を編集し ます。 [LM_LICENCE_FILE] は、 他の
ツールでも使用される環境変数なので、 既存の値を残し たま ま Lattice Diamond の、 サーバ名と 
TCP ポー ト 番号を以下のよ う に追加し ます。

　 ポー ト 番号 @ サーバ名
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　 -- 記述例

　 「既存の値」 ;27007@lattice_license_server

　 *****--------------------
• 複数の値を記述する場合は、 「;」 で区切って記述し ます

• 追記する場所はど こ でも構いません
　 *****--------------------

Linux の場合

環境変数はホームデ ィ レ ク ト リ にあ る [.bashrc] （bash を使用し た場合） を編集する こ と で設定で
き ます。 環境変数 [LM_LICENSE_FILE] に値を追加する場合は、 以下のよ う に記述し ます。

export LM_LICENSE_FILE= ポー ト 番号 @ サーバ名

　 -- 記述例

export LM_LICENSE_FILE=27007@lattice_license_server

　 *****-------------------
• bash 以外を使用し ている場合は、 使用し ている shell にあわせて環境設定を行って く ださい

　 *****-------------------

　 設定が正し ければ、 Lattice Diamond が起動する よ う にな り 、 サーバ側のロ グフ ァ イルに以下のよ う にア ク 
セス ロ グが記録されます。

ラ イセン ス を確保し た時間 （lattice） OUT: "LSC_DIAMOND_A" ユーザ名 @ ク ラ イ アン ト PC 名  

ラ イセン ス を開放し た時間 （lattice） IN: "LSC_DIAMOND_A" ユーザ名 @ ク ラ イ アン ト PC 名

　 ラ イセン ス を確保できない場合は、 以下の内容について確認し て く だ さい。

• [LM_LICENSE_FILE] 環境変数の値 （特に TCP ポー ト 番号）

• サーバ側で指定し た TCP ポー ト が開放されている こ と

• ラ イセン ス使用数が上限に達し ていないこ と

1.6 ラ イセン ス ・ デバッ ガ

　 Lattice Diamond 3.0 以降、 ラ イセン ス フ ァ イルの有効性をチェ ッ クする機能、 ラ イセン ス ・ デバッ ガが活  
用でき ます。 従来、 ラ イ セン ス フ ァ イルの設定が無効な場合、 図 1-24 のよ う な表示が出るのみで、 その原 
因を直ちに把握する こ と は容易ではあ り ませんでし た。

図 1-24. ラ イセン ス ・ チェ ッ ク ア ウ ト ・ エラー例 （一部）
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　 ラ イセン ス ・ デバッ ガのウ ィ ン ド ウが この後立ち上が り ます。 まず図 1-25 の右 「License Debug」 が表示  
され、 期待する ス ト リ ング と 検出されたス ト リ ングが表示されます （本例では何も該当がない） 。 「License
Information」 タブを ク リ ッ クする と、 Windows 環境変数に記載し ている参照ラ イ セン ス フ ァ イル名 と デ ィ レ
ク ト リ が表示されます。 これらの情報によ って、 ラ イセン ス フ ァ イルの所在デ ィ レ ク ト リ （または環境変数）
が正しいかど う か、 或いはラ イセン ス フ ァ イルの内容が期待通 り かど う かが容易に判別でき ます。

図 1-25. ラ イセン ス ・ デバッ ガの表示例

“License Information” タブ “License Debug” タブ

1.7 Active-HDL のラ イセン ス設定

1.7.1 ノ ード ロ ッ ク ・ ラ イセン スの設定

　 ノード ロ ッ クの場合、 Active-HDL は Lattice Diamond と同じ ラ イセン ス フ ァ イルで提供されます。 Lattice 
Diamond が動作する設定を行っておけば、 Active-HDL も問題な く 動作し ます。

1.7.2 フ ローテ ィ ング ・ ラ イセン スの設定 （サーバ側）

1.7.2.1 ラ イセンスフ ァ イルと USB ド ングルの入手

　 フ ローテ ィ ング ・ ラ イセン スの場合、 Active-HDL のラ イセン ス フ ァ イルは Lattice Diamond と は別に提供 
されます。 また、 Active-HDL 用の USB ド ングル （ハード ウ ェ アキー） が郵送されて き ます。 Active-HDL の
ラ イセン スサーバには、 この 2 つが必要にな り ます。

1.7.2.2 ラ イセンスサーバの設定

　 Active-HDL のラ イセン スサーバの設定は以下の手順で行います。

1. USB ド ングルの ド ラ イバイ ン ス ト ール

2. USB ド ングルのイ ン ス ト ール

3. ラ イセン ス ・ ソ フ ト ウ ェアのダウ ン ロード と イ ン ス ト ール

4. ラ イセン ス フ ァ イルの編集と イ ン ス ト ール

USB ド ングルのド ラ イバイ ンス ト ール

USB ド ングルを PC に挿す前に、 ド ラ イバのイ ン ス ト ールが必要です。 ド ラ イバの入手およびイ ン ス
ト ール方法については、 Lattice の代理店にお問い合わせ く ださい。
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USB ド ングルのイ ンス ト ール

USB ド ングルを PC に挿し ます。 ド ングルはラ イセン ス購入時に指定し た NIC-ID の PC でしか動作
し ません。

ラ イセンス ・ ソ フ ト ウ ェ アのダウンロー ド と イ ンス ト ール

Active-HDL の Windows 7, 2003、 Vista、 XP 用フ ローテ ィ ング ラ イセン ス ・ ソ フ ト ウ ェ ア （ラ イセン  
ス ・ デーモン） を以下の URL から ダウ ン ロード し ます （32bit 版または 64bit 版）。 OS が 64bit の場合
はどち ら を使用し て も構いません。

ftp://reguser:reguser@ftp.aldec.com/daemons/11.11.1.1/aldec_windows_32bit_floating_license.zip

ftp://reguser:reguser@ftp.aldec.com/daemons/11.11.1.1/aldec_windows_64bit_floating_license.zip

ダ ウ ン ロー ド し た ら、 適当な と こ ろに展開し ます。 展開し たフ ァ イ ルをそのま ま使用し ますので、
[C:\lscc\diamond\3.3\active-hdl] のよ う な分か り やすいパスに展開する こ と を推奨し ます。

　 フ ローテ ィ ング ラ イセン スの設定方法については、 以下の Aldec 社 URL に詳細に説明があ り ますので、 併
せて参照し て下さい。

（Windows 用）

 http://www.aldec.com/jp/support/resources/documentation/faq/1280

（Linux 用）

http://www.aldec.com/jp/support/resources/documentation/faq/1279

1.7.2.3 ラ イセンスフ ァ イルの編集と イ ンス ト ール

　 Lattice から送られる Active-HDL のラ イセン ス先頭 2 行は、 以下のよ う に記述されています。

SERVER ANY FLEXID= 27000

VENDOR ALDEC path_to_aldec

　 サーバで使用するには、 この 2 行の以下の部分を編集する必要があ り ます。

ANY 部分の書き換え

SERVER 行の [ANY] の部分を、 使用するサーバ名に変更し ます。

FLEXID の書き換え

SERVER 行の FLEXID の番号を、 必要に応じ て変更し ます。 他のラ イセン スプロ グ ラ ム と重な ら
なければいいので、 必要な場合のみ適当な値 （一般的には 27001 ～ 27009） に変更し ます。

path_to_aldec の書き換え

VENDOR 行の [path_to_alded] 部分を、 ラ イセン スプロ グ ラ ムを イ ン ス ト ールし たフ ォルダにあ る
[ALDEC.exe] のパスに書き換えます。

-- 記述例

C:/lscc/diamond/3.3/active-hdl/aldec_windows_floating_license/ALDEC.exe

TCP Port ID の指定

VENDOR 行の行末に以下のよ う な記述で、 TCP ポー ト ID を指定する こ と ができ ます。

　 *****---------------------
• フ ァ イ ア ウ ォールでポー ト の制限を行っていない場合は、 必要あ り ません。 ク ラ イ アン ト 側は
FLEXID を指定し てア ク セスでき ます

　 *****---------------------
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　 編集が完了し た ら、 ラ イセン ス フ ァ イルを展開し た ラ イセン スプロ グ ラ ム と同じ フ ォルダにおき ます。

1.7.2.4 ラ イセンスサーバの起動

　 　 ラ イセン スプロ グ ラ ムのフ ォルダにあ る [startlicense.bat] をダブルク リ ッ クする と、 ラ イセン スサーバ
が起動し ます。 また、 LMTOOLS.exe を使用し て起動する こ と もでき ます （設定方法は 1.5.2.3 項参照）

1.7.3 フ ローテ ィ ング ・ ラ イセン スの設定 （ク ラ イ アン ト 側）

　 ク ラ イ アン ト 側では、 サーバにア ク セスするために環境 [LM_LICENSE_FILE] を編集し ます。 変数の設定方
法については、 1.5.3.1 項を参照し て く ださい。

1.8 Lattice Diamond のア ッ プデー ト

1.8.1 ア ッ プデー ト 情報と イ ン ス ト ール方法

　 Lattice Diamond は起動時にア ッ プデー ト のチェ ッ ク を行い、 サービ スパッ クやパッチ と いったア ッ プデー 
ト があった場合は [Start page] の左下に当該バージ ョ ンの情報が表示されます （図 1-26）。

図 1-26. Lattice Diamond のア ッ プデー ト 情報の表示例

　 表示されているパッチ名 （またはサービ スパッ ク名） を ク リ ッ クする と、 ア ッ プデー ト の内容が web ブラ
ウザに表示されます。

　 パッ チ名の左側に表示されている ア イ コ ン を ク リ ッ クする と、 ダウ ン ロード後にイ ン ス ト ールが行
われます。

　 ア イ コ ン を ク リ ッ クする と、 パ ッ チのダ ウ ン ロー ド のみが行われます。 ダ ウ ン ロー ド し たフ ァ イル
をダブルク リ ッ クすればイ ン ス ト ールが行われます。 なお、 ア ッ プデー ト 情報はパッチを イ ン ス ト ールし た
後も表示され続けます。

1.8.2 ア ッ プデー ト 履歴の参照

　 Lattice Diamond のア ッ プデー ト の履歴は、 メ ニューバーから [Help] => [About Lattice Diamond] の順に選択     
する と開 く ウ イ ン ド ウで確認する こ と ができ ます。このウ イ ン ド ウの [Installation History] タブを選択する と、 
イ ン ス ト ールやア ッ プデー ト の履歴が表示されます （図 1-27）。
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図 1-27. Lattice Diamond のイ ン ス ト ール／ア ッ プデー ト 履歴

1.9 （補足） 各 リ リ ース毎のポ イ ン ト ツール ・ バージ ョ ン

　 本節では各 Diamond 2.0 以降の リ リ ースに対する Synplify Pro と Active HDL のバージ ョ ン対応についてま   
と めます。 リ リ ース ノー ト やウ ェブサイ ト にも同様の情報があ り ます。

Diamond 3.3 Diamond 3.2

Synplify Pro I-2014.03L-SP1 Synplify Pro I-2013.09L-SP1-1

Active HDL 9.3sp1 Active HDL 9.3

Diamond 3.1 Diamond 3.0

Synplify Pro I-2013.09L Synplify Pro H-2013.03L

Active HDL 9.3 Active HDL 9.2sp1

Diamond 2.2 Diamond 2.1

Synplify Pro G-2012.09L-SP1 Synplify Pro G-2012.09L

Active HDL 9.2sp1 Active HDL 9.2

Diamond 2.0

Synplify Pro F-2012.03L

Active HDL 9.1

1.10 改訂履歴

--- *** ---

Ver. Date page 内 　 容

2.3F May.30/’14 1-1 Windows XP 推奨について、 非推奨のコ メ ン ト 追記

3.1 July31/’14

1-2 Platform Manger2 に対する LMS イ ン ス ト ールについて追記

1-20 1.6 「ラ イセン ス ・ デバッ ガ」 節を追加

1-22 旧 3.4 節 「Lattice Diamond のア ッ プデー ト 」 を 1.7 節と し て移動

3.3 Feb.16/’15

1-1 Windows 8 対応を追記、

n.a. ウ ェブサイ ト 画面更新

1-23 1.9 Synplify Pro / Active HDL バージ ョ ン情報追記

3.3.1 (3.3, 
rev1.1)

Apr./’15 1-4 ダウ ン ロード節、 アーカ イブについて記述追加
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